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琉球列島の更新-世カメ類化石についての分類学的研究

亮雄（種の多様性研究グループ）高橋

琉球列島には、一般に「琉球台灰冶」とし

て知られる、第１ｌＬＩ紀更新世に形成されたサン

ゴ礁性の地層が広く分布している．この地ｌｉｉｉｉ

には、多くのフイッシヤーと１１平ばれる“割ｵllr

やiliil穴が発達し、これらを充填するおよそl～

5ﾉｺﾞｲﾄﾞ前（後j’1典新'１ｔの最終氷期に相当）の|M§

成耽債物からは、リュウキュウジ力などの絶

滅極を含む多様な脊椎動物の化石が発見され

ている。こうした化石は、琉球ﾀﾞﾘ島の雌'|：脊

椎動物相がほんの数万年前まで現在よりも多

様であったことを示すだけでなく、現生ＩＷｋ

'|:物の系統地Hl1パタンなどによってみちびか

ｵ1た琉球列`１冊の,'｢地1111仮説を検証あるいはｌＩｌＩｉ

強するための砿饗な資料となる。しかしなが

ら残念なことに、これらについての従来の研

究はすべて、適切な比i鱗標本や解析を欠いた

ものであったため、化ｲｺﾞの分類。同定や系統

的な(if置づけにおいて多くの解決すべきIHI題

を残してきた。

わたしは、こうした陸生脊椎動物化石のうち、

とくにカメ類の(Ｗ｢についての分類学１１９１ﾘﾄ究

をおこなってきた。カメ類は、背骨や肋+)な

どが発達してできた頑丈な'1J羅を持っている

ため保存されやすく、断片的ながらたくさん

の化石が琉球ﾀﾞｉ１１ｌＩ>から広くｿE兇されている。

また、カメ類は、ｆ}の形態形質についてのＩｌｌ：

究がよくなさｵTているため、断片化石であっ

てもしばしば分頬に有川な形質が認められる。

これまでの研究により、ほんの数万〈１２１iiま

で琉球列島には、ｒＥ来のイシガメ科３１１Ｍセ

マルハコガメ、ミナミイシガメ、リュウキュ

ウヤマガメ）に川Ｉえ、現在では絶滅してしま

ったイシガメイル1種とリクガメ科１樋が分Ⅱ「

していたことがあきらかになっている。徳之lli$、

沖縄島、・伊江島、宮古島、与那|茎1島から発見

されたオオヤマⅢクガメ（リクガメ科）と徳

之,libから発見されたアマミヤマガメ（イシガ

メ科）は、そｵlぞオル|<|判アジアに分布するム

ツアシガメ１脚の絶滅j極と?IlIjWMi,ｉｎｌｉの固有種リ

ュウキュウヤマガメに近縁な絶滅種として記

救さｵ]た。このほか、ｉⅢ|』縄島、久米島および

徳之,IMhらは、琉球列島では八lItlll諾,鳥に分

布するセマルハコガメと|司IlUMの1絶滅種が、宮

古曲>からは'1本水上と大隅洲$に分布するニ

ホンイシガメに近縁なイシガメ脇のｌ絶滅種が、

さらに久米島からは上述の絶滅極とも在来種

とも１Ｍ|らかに典なるカメの化石が１種発見さ

れている。こｵ1らの化石は、後期更新世の琉

球列島には少なくとも８種の陸生カメ類が分

ハルたが、その多くがおよそ１ノJ(|i前までに

急速に絶滅したことを示している。また、轡

古肪のイシガメ属のｌ絶滅繩は宮古諸島にlild

有と考えられ、このことは宮古諸島が比較的

最近（｢ﾄﾞ'～謄期更新世）に八[111｣｣諸島と接続

したと丁１－るI:'｢地!|』仮説に対し、ｉＸｉｉい疑問を投

げかけている。このような後１０１更新世の“大

職絶滅”をリ|き起こした原ＩＸ１の解１１Mや古地Ｊｌｉｌ

仮説の検証のために、カメ類だけでなくその

ほかの動物化;に｢についての分瓶学的研究の発

展が撒く望まれる。

沖縄県南城市に

おける化石発掘

調査の様子

沖縄県南城市か

ら発見された後

期更新世の絶滅

種オオヤマリク
ガメの頭骨化石
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